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屋外スピーカーの使用訓練について

大学　屋外スピーカーがきちんと作動すること
を確認することも含めた使用訓練を坂本キャン
パスの秋の防災訓練の日に実施予定です。放送
内容としてはチャイムまたはサイレンを冒頭で
流し、その後に音声アナウンスを流します。こ
れまでの協議会で冒頭のチャイム音等について
は非常時を想起させる音種にすべきとのご意見
も頂きました。今回、(1)普通の4音チャイム、
(2)高音の4音チャイム、(3)警告音的なサイレ
ン、(4)火災報知器内蔵のサイレンの4つの音種
を用意したので、これが良い等のご意見を頂き
たく思います。

住民委員　屋外スピーカーは特に緊急度の高い
場合に鳴らすと思うので聞いた人の注意を引く
独特な音種であることが重要だと思う。(1)(2)
は緊急事態という感じがあまりしない。(4)は救
急車のサイレン音がドップラー効果により変化
した音に類似している。一番良いのは(3)だと思
うが車の盗難防止アラームに類似しているの
で、もう少し音を伸ばすなどアレンジすれば、
他にないBSL-4独特の警報音になって良いので
はないか。

住民委員　最初は(3)が良いかなと思ったが、(1)
でも良いように思えてきた。同じ4音チャイムで
も(2)よりは(1)の方が安定して聞こえるように
思う。他の市役所などの放送と差別化するので
あれば(1)のチャイムを少し間を空けて2回鳴ら
し、その後に音声アナウンスを続ける、ここま
でをワンセットとして2セット鳴らせば良いので
はないか。

住民委員　自分は地震速報の警報音などを聞く
と結構あわててしまう。(3)は不安になるような

音種なので、聴かせ方を工夫して(1)を鳴らすの
が良いのではないか。音声の最初で「こちらは
長崎大学です」というような文言を冷静に言っ
てもらえば、それが一番伝わるのではないか。

有識者委員　緊急時のときしか鳴らさないという
ことを前提に考えれば、やはり胸がざわつくよう
な音が一番いいのではないか。また、Jアラート
や地震速報の警報音も聞いているうちに耳が慣
れてくる。従って、今回一つの音に決めたとし
ても、3年か4年に1回ぐらい音種の見直しをして
新しい音に変えていくことが必要ではないか。

住民委員　色々な意見があるのだなと思って他の
委員の発言を聞いていた。屋外スピーカーは緊
急度が最大で、早く避難する必要がある場合に
鳴らすのであろうから(3)か(4)ぐらいでないと
いけないのではないか。サイレンが鳴ったのを
聞いて慌てるぐらいの方が良いのではないかと
思う。

住民委員　この辺りで聞こえる警報音で一番強烈
なのは、消防の分団の出動を要請するときの
チャイムで夜中の2時、3時に鳴ったときに、本
当に目が覚めた。火災のような緊急時には強烈
な音も必要かなと思うので、今回のチャイム音
も皆さんの意見を聞いてから検討いただければ
と思う。

住民委員　サイレンが鳴って、何だろう？と思っ
たら、LINEか何かが届くというような情報共有
の仕方があれば良い。うまいやり方があった
ら、自治会でも取り入れられれば役に立つの
で、何か方法、工夫を考えていただけないかな
と思う。

BSL-4実験室に立ち入る者を対象とした年次訓練（教育訓練）について

大学　令和7年2月26日、3月3日の2日間にわた
り管理区域に立入る者で、かつBSL-4実験室に
立入る者を対象に感染症法に定められた年次訓
練を実施しました。訓練の内容は、法律、感染
症発生予防規程、病原体等の管理、病原体等の
性質に係る講義に加え、実験棟およびBSL-4実
験室の使用に係る手順についての新規・更新事
項の講義、および実技訓練です。実技訓練では
実験室の中で陽圧防護服の空気供給ホースを着
脱しながら移動する際のホースの着脱手順や、

ジッパーの開け閉め等の陽圧防護服の取扱手順
などを確認しました。講義終了後は理解度を確
認するために筆記試験を実施し、実技訓練につ
いても訓練の最後に主要な作業手順を覚えてい
るかを確認するための口頭試問を実施しまし
た。また今回の年次訓練の対象ではありません
が、業者等の一時立入者にも年1回以上の講義を
受講してもらい、署名の上で立入りしていただ
くことにしています。

火災を想定した消防通報訓練について

大学　実際の訓練に先立ち、事前準備として令和
7年5月1日に坂本キャンパスに3台の緊急車両
(指揮車、ポンプ車、救護車)を招致して駐車位置
や防火水槽の場所の確認等を行いました。その
後5月21日に長崎市防災危機管理室、感染症対
策室および長崎北消防署との連携の下、BSL-4施
設で火災が発生し消防通報後、初期消火にて鎮
火に成功したという想定で消防通報訓練を実施
しました。訓練当日は①初動対応訓練、②通
報・報告訓練、③避難誘導確認(今回は手順の確
認のみ)、④講評の順に実施しました。通報・報
告訓練ではホワイトボードに消火活動などの経
時的な記録、駆け付けた消防隊の誘導、消防隊
との情報共有等を実施しました。講評では長崎

北消防署より「実際の火災の際は状況に応じて
繰り返し119番通報を行うこと」等のご意見をい
ただきました。高度感染症研究センターでは次
年度以降も消防訓練を実施していく方針です。

有識者委員　一番怖いのはヒューマンエラー。訓
練はやっておいて困ることは絶対にないと思
う。今後も欠かすことなく毎年実施してフィー
ドバックしてほしい。訓練を行っていれば助か
る命も増えると思う。

地域連絡協議会とは
高度安全実験（BSL-4）施設の運用状況に関する情報を地域の皆様へお伝えし、施設の厳格な管理及び安全な運用を維持するために、長
崎県、長崎市及び長崎大学で構成する三者連絡協議会に置かれたものです。

BSLとは
バイオセーフティーレベル（Biosafety Level）の略で、ウイルスや細菌などの病原体を生物学的な危険度で分類した指標であり、同時にそれら
を取り扱う実験施設の分類です。病原体の分類は、その病原性（病気の重篤度、感染性等）、ワクチンや治療法の有無、公衆衛生上の重要性
を考慮して、危険度の高い方から BSL-4～BSL-1 に分類されています。それに合わせて、実験施設も、病原体封じ込めレベルや管理レベルの
高い方から BSL-4～BSL-1 に分類されています。感染すると、有効な治療法がなく、また予防法もない病原体（エボラウイルスやマールブルグ
ウイルス等）にも対応できる、安全性を十分に備えた施設がBSL-4 施設です。
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